大学では何を学ぶべきか？ : その準備としての初等中等教育の在り方 (<特集I>初等中等教育と高等教育の連携) by 若山 信行





































































































































































































































































































































































































































































































































れた。（昭和 42 年［1967 年］度大学入学者
選抜実施要項から明記）
1967 年度では国立 4 大学、公立 1 大学、
私立 33 大学で推薦入試が実施され平成 24 年
度には国立 76 大学、公立 78 大学、私立 573
大学が推薦入試を実施するまでになった。














































1990 年には AO 入試も実施され（慶応義












































































































































1991 年 6 月に改正され一般教育と専門教育
の区分、一般教育内の科目区分（一般（人
文・社会・自然）、外国語、保健体育）が廃
止された（大綱化）。これにより、各大学は
4 年間の学部教育を自由に編成できるように
なった。この結果もたらされたのは大多数の
大学での一般教育、教養教育の軽視であり、
ますます中等教育の健全な充実が期待される。
そして、本来の中等教育としてバランスの
とれた学びを基礎に、その後の高等教育を経
て、社会へ出てから通用する能力（それを社
会人基礎力と呼ぼうと、学士力と呼ぼうと、
就業基礎能力と呼ぼうと、人間力と呼ぼうと、
キーコンピテンスと呼ぼうと）を鍛えること
につながる学びの習慣を身につける機会とと
らえることが望ましいのではなかろうか。
今や大学入試を見据えて、高校時代に勉強
に励み、大学入学と同時に漫然と過ごしたり、
過度に遊びに興じたりというのは時代が許さ
ない。
それよりも、高校時代から自分の将来を見
据えて、本当に大切なものを身に着けてほし
い。
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また、高校時代を海外で過ごすことも視野
に入れて学びの幅を広げることも夢でない素
晴らしい時代ともいえる。高校生に奨学金を
支給して海外で学ぶ機会を与える試みもいろ
いろある。世界を舞台に活躍することも期待
したい。
結び
大学に対するいろいろな批判、提言がある
中、特に話題になっている例を取り上げ、批
判的に考察した。そして、大学の入り口が広
がる中、初等中等教育の在り方についても考
察した。
ここで取り上げた事柄について、詳細な拠
り所を網羅できていない部分もあるが、問い
合わせに対しては真摯に対応する意向ですの
で、遠慮なく、ご意見、ご批判をいただけれ
ば幸いです。
